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山岳トンネル工事における自然由来重金属含有掘削土の一元管理 
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１．はじめに  

 第二伊勢道路２号トンネル（仮称）は総延長 3,260 m

であり，河内工区（起点側）と竪神工区（終点側）に分

かれており，両押しで施工している．この内，河内工区

はトンネル延長 1,603 m，掘削断面積約 65 m2，ＮＡＴＭ

工法で施工した．計画段階における調査ボーリング等で

一部自然由来による重金属（ひ素）と黄鉄鉱を含有して

いることが判明しており，要対策土と一般残土を区分す

るために化学分析による判定が必要であった．要否判定

期間中の掘削土は風雨等による拡散防止のために既設の

白木トンネル内に仮置きされるが，場所の制限もあり工事工程確保のためには仮置き時間の短縮が必要となっ

た．そこで終点側の竪神工区と協議し，共同で専用の分析室を近隣に設置すると共に掘削土 WEB 管理システム

を開発・運用し、運搬を含めた分析工程時間の短縮を実施し対応した．本報は，本工区における掘削土の判定

を含めた搬出までの管理システムについて報告する． 

２．環境汚染リスク  

トンネル計画時において掘削土に含有される重金属（ひ素）

の溶出や黄鉄鉱等による酸性水発生などの周辺環境への影響

リスクについて事前に評価が実施されていた．秩父累帯では，

頁岩の 20％でひ素の溶出リスクや強制酸化試験等で 7％の酸

性水発生リスクが認められ，御荷鉾帯においても斑れい岩と緑色岩でひ素の溶出や酸性水発生リスクが確認さ

れた．表 １に計画時のリスク評価に基づく要対策掘削土発生率予測を示す． 

３．掘削土の管理概要 

図 ２にトンネル内掘削工程と掘削土の管理フロー概要図

を示す．また，掘削土の搬出までの運搬状況図を図 ３に示

す．掘削土の管理は，トンネル坑口については 100 m3 ごと，

トンネル内については一切羽ごとに実施した．管理の概略フ

ローとしては，トンネル内においては一切羽掘削（発破）ご

とに設定した 5 箇所から試料を採取した．採取試料は，規程

の分析を実施するため分析室に運搬し，分析を実施している

間に掘削土をベッセル函に積込み白木トンネル内に仮置きし

た．分析室からの結果報告を受けて要対策土か一般残土かの

判定を実施し，所定の処分場へ搬出した． 
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 要対策岩発生率

秩父累帯 頁岩 26.7～30.7％

緑色岩（塩基性岩） 3.2～9.7％

斑れい岩 22.2～26.7％

岩相

御荷鉾帯

図 ２ 掘削土管理フロー図

表 １ 要対策掘削土発生率(計画時予測)

図 １ トンネル標準断面図
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3.1 掘削残土の WEB 管理 

掘削土の分析結果につ

いては，分析室と現場事務

所のパソコンと JV 事務所

サーバーを電話回線で結

び，分析進行状況や結果速

報等を常時確認すること

ができるシステムを構築

した．  

 掘削土の WEB 共有管理

システム概要図を図 ４

に示す．分析結果が判明し

た段階で分析室パソコン

から JV 事務所の管理シス

テムサーバーに結果を入力するとJV

事務所及び現場事務所で結果を確認

することができる．結果を確認した

管理者は，坑口表示盤のストックヤ

ードの位置（A～H）と 3 色回転灯の

色で対象ベッセルの積替えヤード先

を指示する．3 色灯の表示は，赤の

回転が判定基準値以上で要対策土積

替えヤードへの運搬を指示し，緑の

回転が判定基準値未満で一般残土積

替えヤードへの運搬を指示する．黄

色は，分析中であり待機を示してい

る．なお，坑内の A～Hストックヤー

ドに設置している 3 色回転灯も坑口

表示盤と連動して同様の表示をし，

取り違いを起こさないようした．ま

た，ベッセル函に保管している掘削

土を積替えヤードに搬出する際には，

ベッセル函に場外積替ヤード先の指

示シールを張り，積替えヤードでも

取り間違えの無いようにした．  

５．まとめ  

 要対策土として搬出した土量は，秩父累帯で約 3,854 m3，三波川帯で約 684 m3で合計約 4,538 m3であった．

要対策土の発生量としては，計画時想定量の 14～17％の量となった． 掘削時切羽の 39 切羽分に相当する．

分析室を現場付近に設置することと新たに開発した一元管理 WEB システムにより、工程や環境に影響を与える

ことなく施工ができた．試験～判定までの時間短縮により，白木トンネル内の限られたストックヤードで施工

することができた．今後，類似事例のトンネル施工に大いに活用できると期待する． 

図 ３ 掘削土運搬管理概要図(坑内～仮置き場) 
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図 ４ WEB 共有管理システム概要図 
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